
 

平成３０年度 経営内容のお知らせ 

第３四半期 2018.12 
平素は格別のお引き立てを賜り、心から厚く御礼申し上げます。 

当金庫の平成３０年度・第３四半期（４～１２月）の業績がまとまりましたのでご報告いたします。 

今後も、地域金融機関として地元の皆さまのご期待に応えられるよう全力を尽くしてまいります。 

 

 

平成３０年１２月期の預金積金残高は、７，０５８億円となりました。また、平成３０年１２月期の貸出金残高は 

３，４６９億円となりました。 

■預金積金残高                                                        （単位：百万円） 

預 金 積 金 残 高 ６６９,４２４ ７０５,８４９

流 動 性 預 金 ３４３,７３１ ３６８,７９５

定 期 性 預 金 ３２５,５３０ ３３６,９２９

そ の 他 の 預 金 １６３ １２４

平成３０年３月期 平成３０年１２月期

 
 

■貸出金残高                                                         （単位：百万円） 

貸 出 金 残 高 ３３７,９４０ ３４６,９３４

割 引 手 形 ４,９６９ ４,８７８

手 形 貸 付 ２４,２１９ ２７,５５７

証 書 貸 付 ２９０,８９０ ２９４,１６７

当 座 貸 越 １７,８６１ ２０,３３０

平成３０年１２月期平成３０年３月期

 
 

 

 

健全な経営を維持し、地域のお客様の信頼に常に応えていける体制を整えるため、経営体質の強化に努めていま

す。 
                                                                                               （単位：百万円） 

９,８５７ １０,７６５

８,６０１ ９,４４９

１,１５３ １,４４２

９５１ １,１７６

１,２５６ １,３１５

１,２５１ １,２９３

経 常 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

経 常 費 用

業 務 純 益

経 常 収 益

コ ア 業 務 純 益

平成３０年１２月期平成２９年１２月期

 
 

 

 

信用金庫は、営業地域内の中小企業や住民の方々を会員とした協同組織の地域金融機関です。地域の皆さまか

らお預かりしたご預金等をもとに、会員の方はもちろん地域の皆さまに広くご融資しております。信用金庫は地域の中

小企業や住民の皆さまに安定した資金を提供することで、地域の再生・活性化を図ることを使命としております。 

 

出 資 金 残 高 （百万円） ３,４６０ ３,４４６

会 員 数 （ 人 ） ７２,９５５ ７３,４２３

平成３０年３月期 平成３０年１２月期

 
 

 

預金 ・貸 出 金の状況  

損益 の状 況  

出資 金 及び会 員 数の状況  



 

 

当金庫では主に国内の債券を中心に有価証券運用を行っており、平成３０年１２月期の評価損益は▲３５２百万円

となっております。 
                                                                                                 （単位：百万円） 

うち評価益 うち評価損 うち評価益 うち評価損

１２,５０３ ９９５ １,４８１ ４８６ １１,９８９ △ ２,５３９ ５７０ ３,１１０

１５３,４４３ ６,４０５ ６,４３４ ２８ １３２,２５８ ５,２９５ ５,３９９ １０４

１０９,８２９ △ ６９ ２,５５５ ２,６２５ １１２,７４７ △ ３,１０８ １,７４５ ４,８５４

２７５,７７７ ７,３３１ １０,４７１ ３,１３９ ２５６,９９４ △ ３５２ ７,７１６ ８,０６９

評価損益 時価 評価損益

債 券

そ の 他

時価

合 計

平成３０年３月期 平成３０年１２月期

株 式

 

（注） 1．上記の「その他」とは外国証券及び投資信託等です。  

2．評価損益には帳簿価額（償却原価）と時価との差額を計上しております。 

3．上記有価証券の保有区分は全額「その他有価証券」です。 

 

 

金融再生法開示債権による不良債権比率は３.５８％となりました。不良債権に対しては十分な引当を実施しており、

内部留保とあわせて備えは万全です。 
                                                                                              （単位：百万円） 

１２,８５３ １２,４４７

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ４,３７７ ３,５７２

危 険 債 権 ６,５３５ ７,０１７

要 管 理 債 権 １,９４０ １,８５７

３２６,０４１ ３３５,２３７

３３８,８９５ ３４７,６８５

３.７９％ ３.５８％

平成３０年１２月期平成３０年３月期

不 良 債 権 比 率 （ A ） / （ B ）

合 計 （ B ）

金 融 再 生 法 上 の 不 良 債 権 （ A ）

正 常 債 権

 

（注） 1．「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産、会社更生、再生手続等の理由により経営破綻の状態に陥っている債務者に

対する債権及びこれらに準ずる債権です。 

2．「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権の元本の

回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。 

3．「要管理債権」とは、「３ヵ月以上延滞債権」及び「貸出条件緩和債権」に該当する債権をいいます。 

4．「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がない債権であり、「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」、「危

険債権」、「要管理債権」以外の債権をいいます。 

 

 

当金庫の平成３０年９月期の自己資本比率は、１１.４９％となりました。国内基準の４％を大幅に上回っており、経営

の健全性を維持しております。 
                                                                                               （単位：百万円） 

コ ア 資 本 に 係 る 基 礎 項 目 の 額 （イ） ４７,１４６ ４８,２３９

コ ア 資 本 に 係 る 調 整 項 目 の 額 （ロ） ８３ １０９

自 己 資 本 の 額 （ （ イ ） - （ ロ ） ） （ハ） ４７,０６２ ４８,１２９

リ ス ク ・ ア セ ッ ト 等 の 額 の 合 計 額 （ニ） ３９６,６２４ ４１８,５９６

単 体 自 己 資 本 比 率 (ハ)/(ニ) １１.８６％ １１.４９％

平成３０年３月期 平成３０年９月期

 

（注） 自己資本比率の算出方法を定めた「信用金庫法第 89 条第１項において準用する銀行法第 14 条の 2 の規定に基づき、信用金庫及

び信用金庫連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であるかどうかを判断するための基準 （平成 18 年

金融庁告示第 21 号）」に基づき算出しております。なお、当金庫は国内基準を採用しております。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 〒805-8520 北九州市八幡東区尾倉 2-8-1 ＴＥＬ 093-661-2311（代表） 

当資料に掲載している四半期情報は、当金庫へのご理解を深めていただくために任意に開示しているものであ

り、会計監査人の監査は受けておりません。 

また、各計数につきましては、単位未満を切り捨てて表示しております。 

不良 債 権の状況  

有価 証 券の状況  

自己 資 本の状況  


